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期日　平成25年11月22日(金)

会場　佐渡市立河原田小学校



1河原田小学校　研修のポイント

○　子どもの実態把握

ねらいを明確にして課題づくりを行う｡

○　単元構成の見直し

思考･判断･表現力を高めるジャンプ(活用)の課題を単元に1

時間以上実施する｡

0 1単位時間の授業デザインの見直し(共有とジャンプ)

問いをもたせるような課題の提示を工夫し,答えを出す過程(忠

考･判断･表現)に価値をおいた授業づくり を行う｡

2　日程

13:10　　13:30　　　　　　14:25　　　　　　15:30

受付 �｢�公開授業 �｢�示範授業 �｢�:��指導講話 

動 忠(i�ﾈｻ9t�����68ｻ9t���動 忠[ﾘ�(轌;��皦饕��休 憩 忠[ﾘ�(轌;�皦饕��

13:25　　　　　　　　14:15

3　公開授業13:30-14:15

5年K組　単元名　｢図形の面積｣

授業者　教　諭　中川　絵里子(Tl)

教　諭　溝田　紀子　(T2)

授業会場　3階フリールーム

4　示範授業14:25-15:10

6年K組　トピック教材｢面積を求めよう｣

燕市教育委員会　指導主事　平山　　誠　様

授業会場　3階フリールーム

5　指導講話15:30-16:30

学習指導の改善についての指導講話をいただ

きます｡

燕市教育委員会　指導主事　平山　　誠　様

6　閉会式16:30-16:35

校長挨拶　　　　　　　　　　　　　　会場校校長　石見　裕子

*　本日,平山指導主事先生からご指導いただいた午前中に行われた4年算数の

指導案も要項に載せてあります｡参考にしていただければ幸いです｡



第5学年算数科指導案(略案)

授業者　中川絵里子(Tl)

清田　紀子(T2)

授業日　平成25年11月22日(金) 5校時

授業会場　3階フリールーム

1単元名　｢図形の面積｣ (12/13時)

2　単元の目標

平面図形の面積が計算で求められることの理解を深め､面積が求められるようにする｡
3　単元について

(1)子どもの実態

かかわり合って学ぶ中で､互いの分からなさに寄り添い､前向きに学習に取り組む子どもたちである｡

課題解決に向けて､既習事項をもとにして考えていくよさにも気付いている｡

本単元のレディネステストでは､ほとんどの子どもが､長方形や正方形､複合図形の面積を求積公式

によって正しく求めることができた｡しかし､単位面積のいくつ分かで面積を表す問題では､ 2 3%の

子どもが図形を部分的に移動させる考え方が正しくできなかった｡量と測定領域の｢単位量当たりの大

きさ｣ ｢体積｣､図形領域の｢図形の合同と角｣では､単元テストの数学的な考え方の平均点は8 0%を

超えているが､図形を構成したり分解したりすることに対して苦手意識をもっている子どももいる｡

(2)単元の全体構想

単元を通して学びや算数日記を書かせ､学級担任(T 2)と連携し､子どもたちの思いを授業に反映

しながら進めていく｡面積公式を覚えて､例題を解くことで求積できるようにすることが目的ではない｡

新たに直面した図形でも､図形の分割､等積変形､倍積変形をして既習の図形に直すことで､その面積

が求めることができるようにしていく｡そのために､数値を用いずに､求積方法のアイディアを引き出

すことに重点を置く｡紙を切る､書き込むといった操作活動を通して､子どもの気付きを促し､実感あ

る理解をさせる｡また､どの図形も､ ｢底辺｣と｢高さ｣という用語が､面積指導のキーワードである｡

求積をさせる際には､底辺と高さを明らかにさせながら､公式を適用させるようにする｡単元を通して､

視聴覚機器(スクールプレゼンター)を活用するなど視覚的な理解を促しながら､言葉､数､式､図を

用いて考え､説明させる活動を中心に置く｡

4　本時のねらいと構想

(1)ねらい　(｢思考･判断･表現｣の観点で)

2色の面積が等しいことを､図形の特徴や性質を用いて説明する｡

(2)意図(本時の授業設計について)

平成25年度の全国学力･学習状況調査算数B (3)図形の観察を判断の根拠の説明(四角形の4等

分)を参考に作成した｡本時の数学的な考え方は､既習の基本的な図形の定義や性質､求積の方法を活

用することにより､問題を解決することである｡

(3)課題

｢面積くじびき｣で登場した図の2色の面積が等しくなっているか､考えよう｡

(4)手だて

①問いをもたせる課題提示の手だて

さまざまな図形を2色で分けた図をくじびきで引かせ､ ｢これは当たりかな?｣と問う｡何種類かく

じを引いていくうちに､ ｢『当たり』とは､きっと2色とも同じ面積の図のことだ｡｣ ｢同じ面積の図を見

つけよう｡｣という課題に気付かせる｡既習の図形の特徴や性質で考えている子どもだけでなく､ ｢形が

同じだから面積が同じ｡｣と見ているだけの子どももいる｡そこで､形だけでは面積の大きさが分から

ない図を提示し､ ｢どうやって面積を比べたらいいのかな｡｣という問いをもたせる｡補助線を用いて考

えやすくしたり､図形の定義や性質､求積の方法を活用したりすることで､面積が同じだと証明できる

方法を全員で確認し､ジャンプの課題-向かわせる｡

②考えを表現させる手だて
･グループ形態で取り組ませ､分からないところや自分の考えを表しやすくする｡

･学習の最後に｢学び｣ (振り返り)を書かせ､グルーフや全体で学んだことを自分でまとめさせる｡



5本時の展開(12/13時) 

主な学習活動 �*�*�.ﾘ.畏x*(ﾖﾈ*h/��ｸ-�.倡�,x.�,ﾈ���教師の支援 

1｢面積くじ 匹ｪ)lｩ��*ﾘ+h-�*ｺ8/�処*(,H-ﾘ-ﾈ+X.X*H�ｲ�･グループの隊形に 

びき｣の方法を 知る○ (5分) 廼･(ｬﾂ粭�粐罎罐｢萪苴｢ﾂ簽｣｢ﾓ｣ｩ�ｨ蔗粨��ﾇ$S｣｣��;ﾚ(�ﾄﾈ�ﾈ��6ﾒrx���rﾒﾒﾒ茣ﾂ�しておく〇 ･｢当たり｣や｢はず れ｣の理由は言わな 

匡頭l-塩 �*(�ｹn(*(/�.�+ﾘ+�,��*ｨ.s�hx+�,(*ﾘ+h/��処*�+�.��｢�X7ﾘ5盈ｨ/�?ﾈ.ｪIl｢�

C:形でなく､面積の大きさが同じだと｢当たり｣なのかな○ 

T:(最後のくじびきの後)何で｢当たり(はずれ)｣だと思つたの? ���/�NH-x.(+x*ﾘ+r�

C:だって2色の面積が同じ大きさになっている(いない)から○ �.��ｲ�

2補助線を 引くことで｢底 辺｣や｢高さ｣ を明らかにす れば､面積が同 じであること 匹ｨ+�,ﾉ�ﾘ,ﾚJ)9h+ﾘ.ｉlｩ��*ｩ:�+b�8,Tﾂ�*(�x.h*H.｢�･子どもの発言をゆ っくりと待つ○つぶ やきを板書して見通 しをもたせた後､図 を配る○補助線を引 いて考えようとする 

どうやって面積を上ヒべたらt,､し､のカ､な○ 

C:面積を計算すればいいかな○ 

が分かるとい �3ｩI(*(蓼ｧ�ﾆ�,ﾉlｩ��/��+X,JI+y_ｸﾆ�*�.x処*�,�*(*(�ｲ�グループがあったら 

う見通しをも �3ｨﾇh螽+X,�*ﾘ,H.�,X*ｸ.�.h�ｲ�全体にもどす○ 

つ○(10分) �3ｩI(*(蓼ｧ�ﾆ�,偬8,��ﾈ/�処*�,鶇蓼ｧ�ﾆ�*｣H,(,�,�.��ｲ�･4つの三角形が出 

C:それぞれ二つの三角形の｢底辺｣と｢高さ｣は等しいよ○ �,H*ｸ+ﾘ.ykﾉ��/�,(*��

C:｢底辺｣と｢高さ｣が等しいから､面積も等しい02色の三角 �.��ｹ9�+X*)]8,�,ﾘ�2�

形のそれぞれが同じ面積だから､合わせても面積は等しい○ �/�,(*ⅹ��k�/�+X."�

T:線を引いたり､印をつけたりすると分かりやすいねo �+x*ﾘ+x.��ｲ�

3ジャンプ 匹｣h顥}�,ﾉ�ﾘ*�.z)9h+ﾘ.ｉlｩ��*ｩ:�+b�8,ﾉ�ﾘ/�ﾊ�,(*�-ﾈ+X.X*H�ｲ�･①､③は補助線が 

の課題を解く○ (25分) ��ｹ�:ｨt�h�t)7�4��二本必要○②､⑥は 三角形の底辺と高さ が等しくなっている ことを見つける○グ ループで出た困り感 を全体で共有する○ 

④園⑤E盃⑥翌ゝ 

C:｢底辺｣と｢高さ｣が分かれば比べられる○ 啅C�,ﾙ�9�ﾈ/�ﾊ偃r�

C:(丑と③は､線を引いて考えよう○ �.芥ｧx-�,ﾉvﾈ��/�F2�

C:②と⑥は三角形の底辺の長さを調べよう○ �ﾈ+x.�*ｪI�ｸ*ﾘ轌;��

C:垂直な線を引けば､三角形の高さが分かるよ○ �,�?ﾈ.x,�*&�(,ﾒ�

C:④と⑤は三角形と長方形の面積を比べよう○ 亰ｩEﾉ4�,瑛ｨ,YTｹwh,��

C:等しい底辺は､印を付けよう○ ��+h,H�ﾋ�.)^(�/��

C:説明しやすいように三角形に名前を付けよう○ �+x.��ｲ�

4｢学び｣を �3ｨt�,ﾉ[ﾘﾗ8賈]8ﾆ�,ﾚH+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈ蓼ｧ�ﾆ�,ﾉ.ｩ]8,��)+ﾈ,��ﾈ/�処*��･3の課題が解き終 

書く○(5分) �,鶇蓼ｧ�ﾆ�,ﾈﾘ(+8*ｩZｨ*�.�-ﾈ+x�ｹ.ｩ]8,hﾘ(+8*ｩ9�+X*(+�,h*ｩZ｢�えていない場合で 

かりました○(A評価) �.�J)Zｨ*�.x,�*�,�+ﾒ�

C:①は､2本の線を引くと､同じ大きさの三角形に分けられるこ �+�,j8.�ｭﾈ-�,H��*ﾒ�

とが分かりました○(B評価) �.h*H,�+x.��ｲ�

6　評価　(評価場面:グループや全体での話し合い､ノート記述)

2色の面積が等しいことや等しくないことを､図形の特徴や性質を用いて説明する｡

A :図から底辺や高さを見出し､三角形や平行四辺形の性質を用いて説明することができた｡

B :補助線を引き､三角形や平行四辺形の性質を用いて説明することができた｡



ともに学ぶ　授業日:25年1 1月22日

｢①の固形aTたいに.⑧も分けられると思うんだけど...JbyKさん 

5年K組算数科｢図形の面積｣の授業を振り返って中川絵里子 

1　子どもが問いをもつ導入にしたい!
｢面積くじびき｣を導入で行った｡子どもがどんな順番でくじを選ぶかは､

もちろんその時まで分からない｡でも､どんな展開になっても､私は､ ｢当たり｣
｢外れ｣としか言わないことで､子どもは自然と｢当たり｣ ｢外れ｣の理由を探

そうとするはず､と確信していた｡
1枚目は｢外れ｣｡ 2枚目は｢当たり｣｡もうその時点で｢半分｣の図形が｢当

たり｣ということに気付いている子がいて､びっくりした｡しかし､まだ子ど

も達の中では､ ｢何が｣半分なのかは､はっきりしていなかった｡ ｢形｣で見て

いる子どももいたからだ｡ 4枚目の当たりが出た時点で､ ｢面積が半分｣という

とがようやく明らかになった｡

2こ雷雲雷雲芸這･k出したときに､ ⇒

縦に補助線を入れると三角形が4つでき､面積が半分ずつになることに､子ども達は気付いた｡ Mさんが､それ

ぞれの三角形の｢底辺｣と｢高さ｣に注目して説明をした｡ここで､三角形の記号化をすることにも触れた｡今

後は､日頃から習慣づけておくことで､ ｢説明しやすくするために､記号をつけたい｡｣と子どもの方から言える
ようにしたい｡

｢底辺と高さが等しい｣ - ｢三角形の面積は等しい｣ということは押さえたが､ ｢線を引く｣という言葉が暖

味だった｡ ｢どこかに補助線を引くと､計算をしなくても分かる｣ことをここで､しっかり押さえておけば､ジ

ャンプの課題解決の見通しにつながったはずだった｡後で見直しても､思考の流れがよく分からない板書になっ
てしまった｡見通しとなるキーワードを見極め､板書に残すことを心がけていきたい｡

3　グループで学ぶよさ

ジャンプの課題は子どもにまかせ､グループで考えている様子を見ながら私は作戦を立てていた｡グループの

中で､見通しのある子どもは自分の予想を語り､見通しのもてない子どもは､それを解決の糸口として考えてい
る様子が見られた｡

MさんやRさんのように､じっとプリントに描かれた図形を見て考えている子どももいた｡グループの形態

とはいえ､自分で考えたい子どもがいてもいい｡大切なのは､見通しがもてない子どもが自分から友達に聴ける

状態であること｡だから､形態は常にグループにして､困ったときに誰にでも聴けるようにするということを､

今までの授業でも行ってきた｡この日､算数が苦手なMさんも､グループ内で困り感を伝えていた｡授業をし
ていく上で大切にしていきたい姿である｡

4　作戦不足･･･｡

ジャンプ課題を6題としたため､グループの思考も進み具合もさまざまで､どこまで時間をかけていいのか､

よく分からなくなってしまった｡

私が予想した授業の流れは､ ④⑤はすぐ分かり､ ①と③､ ②と⑥の検討に向かうだろう､という展開だった｡

しかし､どこを検討したいのかを子どもに確認をしていったときに､ ④でつまずいている子に気付いた｡そうな

ると､それは無視することはできない｡ ④の図形も補助線で分けて考えると｢当たりではない｣ことを容易に見
つけられるのだが､指名したYさんは､底辺を測って計算で求めていた｡子どもの考えを把握できていなかった

ために､その後の指名も､ ｢賭け｣のようになってしまった｡

そのほかの図形についても､子ども達はかなり考えが揺れていた｡グループでの時間は1 0分とったが､もっ

と早い段階で全体に戻しておけば､ ②と⑥についても検討する時間をとれたと思った｡子ども達の学びには､ ｢分

からないこと｣として②と⑥の記述があり､授業後も考え続けている様子が分かった｡

5　比較できるものがあると､ヒントになる! !

本時では､ ①を解くことで③のヒントとなり､次時では､ ②を解くことで⑥のヒントとなった｡ ⑥の｢底辺を

伸ばして考える｣ことについては､子ども達にとっては､かなり高度で､それだけで1時間かかる内容だった｡

本時にKさんが､ ｢③の図形は､当たりだと思うんですけど､ ①の図形みたいに､ ③の図形も分けられると思

ったんですが､うまくいきませんでした｡｣という困り感を出してくれた｡ここで､補助線の引き方に解決の糸

口を兄いだすことができた｡



___.______________-_____---1　--　1　--'I　-一一11-----Ill---I-　1一一-~~~---l I ll''--11　1　-~--l l　~ll

: <本時と次時での考えの変容が分かる子とも>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
l:醜<本時'僕は､絶対②と⑥ははずれだと思います｡ ②は､三角形の高さが違うからですo ⑥は長方形だ:

.ったら分かるけど､台形なので違うと思います｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

: <次時>僕は､図形だけで違うと言っていたけど､底辺と高さが同じだということが改めて分かりました｡ :

:.雲ff,'雷.F寺言cetB賢冒㌫芸孟芸諾霊長霊長二塁欝の面積です｡左の辺を底辺にしようとしたの:l
l

: <次時>等しい面積の三角形の見分け方です｡底辺が同じ位置と長さで､高さになる頂点が重なり合っている:

:と2つの三角形の面積は等しいことが分かりました｡このことから､台形やひし形も面積が同じ物の見分け方:

:があるのではないかと思いました｡

:匝享司<本時> (もやもやマーク)最初､計算で求めようとしたけど､ Rさんが言っ

:た分ける方法が正確にできると思いました｡ ④の形は複雑で､計算するとよく分かり

:ませんでした｡

他の図形だったら-.と､

考えを広げている!

: <次時> (すっきりマーク)一つ目は､ ②と⑥の求め方です｡どちらも底辺が同じ三角形同士に分けてやると:

:よいことです｡頂点が全部同じところに集まっているので､高さも同じということです｡ ②の､底辺を伸ばす:

:やり方をKさんに教えてもらったらできました｡二つ目は､ ④の簡単な解き方です｡まず青い三角形を求めて､ :

:長方形一青い三角形-白い部分ということです｡ ①から⑥までの問題が解けてスッキリしました｡　　　:
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:その他<本時>で数学的なよさに気付いている子とも　　　　　　　　　　　　　　　　:

: ･水色のところと､白いところは､三角形が2倍になっています. ③は､すべて平行四辺形なので､面積が同:

:じことが分かりました. ⑥は当たりだと息いました｡理由臥底辺と高さが等しいからです｡ (Yさん)　:

: ･線で半釧=分けると､三角形の面積が同じであることが分かりました｡このことから､計算するより線で分:

:けて考える方が簡単だと思いました｡ (Jさん)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

: ･一つ目は､底辺と高さが等しいと三角形の面積は等しいということです｡なんでも､それでできると思うの:

:で､覚えておきたいです｡二つ目は､ ｢分ける｣が大事だと思います.長方形や平行四辺形などにすると､わ:

:かりやすいと思います｡ (Hさん)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

面積が半分かどうか確かめるとき､今までは計算で面積を求めていたけと､線で分けてもできることが分か:

:りました｡分からなかったのは､ ②と⑥です｡土日に考えたいと思います｡ (Aさ
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: <次時>で数学的なよさに気付いている子とも
追究意欲を高めている!

どんな複雑な図形でも､分けて考えたり､底辺と高さを比べたりすればできる｡どんな形の三角形でも底辺
:と高さが等しければ､面積は等しいから｡ (Rさん)

底辺をのはすということが分かりました｡ ②のアとイの三角形は､底辺は同じだけど､底辺が斜めだから垂

:直な辺が引けませんでした｡だけど､辺を伸ばしたら､垂直な線が引けて､高さも分かるということが分かり

:ました｡このことから､いろいろな見方が大切ということが分かりました｡ (Rさん)

計算をしなくても底辺と高さを見つければいい､というこ

:とが分かりました｡底辺と高さがもう一つの三角形と等しかつ
柔軟に見ていくことのよさに気付いている!

:たら､計算しなくても比べられることが分かりました｡ (Tさん)

: ･②の底辺を見るとき､そのままで見ると見にくいので､回して考えるといいことです｡高さが最初底辺から

:垂直に引いてなかったけど､底辺の長さを伸ばして･そこから頂点に向かって引いたのか高さだと思いましたo

:このことから､どうやつたら垂直に引けるのかというのを考えるといいのかな､と思いました○(Kさん): 

<蒸市載育妻且会平山指導主事先生のご指導より> 
･単元についての活用の観点をもつためにB問題的なものを授業でできるだけ多く扱うとよい○ 

･教師の立ち位置に気を付ける○黒板が見えないと､子どもは見なくなるo 

･記号化は､｢組み合わせ｣の学習に生きるo説明もしやすく､数学的な考え方ができるo 

･板書で残した見通しが｢線で分ける｣だけだったo｢同じ三角形になるように線で分ける｣という 

ように理由づけまでしておくとよいo 
･Mさん､分からないことを蹄跨せず友達に聴ける姿が素晴らしいoRさん､批判的な思考ができている○ 

Kさん､困っていることを全体の場で伝えられたのがよいo 
･②があやしい､という謎を残して終わつたのがよかつたo 

【これから私が頑張っていくべきこと】
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